
１　点検結果集計 （単位：人）

２　県民意見と対応状況

３　平成30年度当初予算要求での対応

（単位：千円）

http://www.pref.nagano.lg.jp/kotsu/kurashi/kotsu/bus/kans
en.html

Ｈ30当初要求額 Ｈ29当初予算額 増減

事業費 274,373 268,810 5,563 

【事業内容】
・県が主導して需要の深堀をし、それに対する具体的な
取組をしてほしい。

・地域間幹線バスの利用促進等、生産性向上の取組を国、県、
市町村、事業者で検討して実施していく体制を整えていきま
す。

【県民・民間企業・市町村との連携】
・沿線市町村との連携をよく図り、合理的に対応してほし
い。

・県地域振興局のより強い関与・調整を望む。

・沿線市町村で開催する地域公共交通会議に積極的に参画
し、連携を強化できるように努めます。

・地域間幹線バスは広域的な調整、取組が必要であるため、県
と沿線市町村、事業者の連携を強化できるような地域振興局の
関わり方を今後検討していきます。

【その他】
・利用者増を図るため、市町村における効果のあった取
組事例を発信し、共有してはいかがか。

・毎年開催する長野県公共交通活性化協議会にて、効果の
あった取組事例等を市町村、事業者と共有します。

県民意見 県としての考え方・対応方針
【姿・目標】
・これまで県全体の目標を掲げているが、地域間幹線バ
スの評価の指標としては漠然としすぎている。地域間幹
線バスを評価できるような指標を検討してほしい。

・地域幹線バスの系統毎の評価が必要だと考える。

合　計 12 7 2 2

0 0
現状維持 10 6

・従前の目標設定を見直し、地域間幹線バスに着目した成果目
標を設定します。
　【新規設定目標】
　　・地域間幹線バスの一日当たり輸送量
　　・地域間幹線バス運行事業者の乗合バスの低床バス導入率

・個々の系統の評価については、事業改善シート上に掲載する
ことはできませんが、年度末に系統毎の評価を国・県・事業者で
実施しており、県公式ホームページ上で公表しています。

【掲載先ＵＲＬ】
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改善項目（複数回答）
姿・目標 事業内容 広報手法 連携 その他

「県民協働による事業改善」点検結果と対応状況

事業
番号

B-1 事業名 地域間幹線バス路線確保維持事業
担当
部課名

企画振興部
交通政策課

・持続可能な公共交通根とワークの形成のためには、地方公共団体とバス事業者の双方向の対話の促進を通じ、

路線バス事業の生産性が向上することが不可欠であると考え、国、県、市町村、事業者共同で地域間幹線バス

の生産性向上の取組を検討していきます。

・合理的な運行欠損費の算定のため、補助対象経費の算定方法を変更します。

〔事業費の主な増減〕

・地域間幹線系統確保維持費補助金の補助対象

費用の増加（983千円）

・車両減価償却費等補助金における補助対象台

数の減（県有民営への移行による）（△1,320千円）

・県有民営による幹線バス路線確保対策事業に

おける車両購入費の増（5,900千円）

［予算要求時点］

http://www.pref.nagano.lg.jp/kotsu/kurashi/kotsu/bus/kansen.html
http://www.pref.nagano.lg.jp/kotsu/kurashi/kotsu/bus/kansen.html

